
功績・栄光をたたえます

短
歌 

部
門

「
皇
居
の
奉
仕
」

前ま
え
は
ら原 

美み

ち

え
智
恵
さ
ん

（
本
町
）

童
謡
作
詞 

部
門

「
森
の
ヒ
ー
ロ
ー
」

井い
の
う
え上 

明あ
き
ひ
こ彦

さ
ん

（
備
中
町
平
川
）

詩 

部
門

「
生
き
る
」

大お
お
ひ
ら平 

隆た
か
よ
し祥

さ
ん

（
高
倉
町
田
井
）

川
柳 

部
門

「
八
十
路
の
日
日
」

川か
わ
か
み上 
幸さ
ち
こ子

さ
ん

（
成
羽
町
長
地
）

俳
句 

部
門

「
梔く
ち
な
し子

の
花
」

柳や
な
い井 

明あ
き
こ好

さ
ん

（
成
羽
町
成
羽
）

詩 

部
門

「
水
た
ま
り
」

畑は
た
も
と本 

梨り

さ

こ
紗
子
さ
ん

（
富
家
小
６
年
）

佳
作

一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部

小
説
・
随
筆
等 

部
門
…
田た

な
か中 

ス
コ
ッ
プ
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

詩 

部
門
…
西に

し
む
ら村 

毅つ
よ
しさ

ん（
中
井
町
西
方
）

短
歌 

部
門
…
小こ

ば
や
し林 

文ふ
み
こ子

さ
ん（
成
羽
町
相
坂
）

俳
句 

部
門
…
角つ

の
せ瀬 

君き
み
こ子

さ
ん（
中
井
町
西
方
）

川
柳 

部
門　
１
席
…
山や

ま
も
と本 

朱あ
か
ね音

さ
ん（
高
梁
高
校
３
年
）

２
席
…
鈴す

ず
む
ら村 

繁し
げ
み實

さ
ん（
川
上
町
地
頭
）

小
・
中
学
生
の
部

詩 

部
門
…
池い

け
だ田 

愛あ
い
こ子

さ
ん（
川
上
小
６
年
）

短
歌 

部
門
…
小こ

ば
や
し林 

礼あ
や
か茄

さ
ん（
川
上
中
２
年
）

俳
句 

部
門
…
１
席
…
林

は
や
し 

陽よ
う
た太

さ
ん（
川
上
中
２
年
）

２
席
…
井い

の
く
ち口 

由ゆ
う
き貴

さ
ん（
高
梁
小
３
年
）

３
席
…
浅あ

さ
の野 

七な
な
み海

さ
ん（
高
梁
小
４
年
）

川
柳 

部
門
…
大お

お
た
き瀧 

夏な
お緒

さ
ん（
高
梁
小
６
年
）

短
歌 
部
門

「
夏
」

石い
し
い井 

仁に

こ愛
さ
ん

（
高
梁
中
１
年
）

俳
句 

部
門

「
夏
休
み
」

長は
せ
が
わ

谷
川 

侑ゆ
う
き輝

さ
ん

（
高
梁
小
６
年
）

一般・高校・大学生の部小・中学生の部 第
15
回
高
梁
市
文
学
選
奨

　
第
15
回
高
梁
市
文
学
選
奨
に
は
、「
一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
」
６
部
門
41
点（
35

人
）、「
小
・
中
学
生
の
部
」
４
部
門
45
点（
43
人
）の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
入

選
８
点
と
佳
作
12
点
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、
令
和
元
年
度
に
発

刊
す
る
『
高
梁
の
文
学
』
に
掲
載
し
ま
す
。

入
選
作
品

　
地
域
社
会
福
祉
、
保
健
環
境
衛
生
な
ど
の
厚
生
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む

個
人
を
顕
彰
す
る
「
山
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰
」
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
元
備
北
信
用
金
庫
理
事
長
・
故
山や

ま
か
わ川
昭あ

き
らさ
ん
の
ご
遺
族
の
寄
付
を
も
と
に

設
置
さ
れ
、
平
成
13
年
度
か
ら
顕
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

山
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰

田た
な
か中 

正た
だ
しさ

ん（
和
田
町
）

西に
し
だ田 

美み

ち

よ
千
代
さ
ん（
高
倉
町
大
瀬
八
長
）

吉よ
し
と
う藤 

甫は
じ
めさ

ん（
巨
瀬
町
）

吉よ
し
お
か岡 

妙た
え
こ子

さ
ん（
川
上
町
地
頭
）

【
お
わ
び
と
訂
正
】
10
月
号
12
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

功
績
を
た
た
え
ま
す  

津つ

つ々

敬け
い

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

（
誤
）旭
日
単
光
章
・
中
井
町
西
方
　
　

（
正
）瑞
宝
双
光
章
・
中
井
町
津
々

　
本
市
の
名
誉
市
民
、
清し

水み
ず

比ひ

庵あ
ん

を
顕
彰
す
る
清
水
比
庵
大
賞（
短
歌
の
部
）に
海
外
を
含

む
全
国
か
ら
４
６
０
首
の
応
募
が
あ
り
、
入
賞
作
品
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

第
十
回
清
水
比
庵
大
賞

清
水
比
庵
大
賞

室 

好
さ
ん（
福
島
県
白
河
市
）

シ
ベ
リ
ヤ
よ
り
吹
き
来
る
風
の
冷
た
か
り　
返か

え還
し
て
下く
だ
さ
れ
北
方
領
土

今
野 

金
哉
さ
ん（
福
島
県
福
島
市
）

一
つ
命
を
大
き
津
波
に
失
ひ
し
君
が
乗
り
ゐ
し
パ
ト
カ
ー
の
錆
ぶ

特
選（
高
梁
市
長
賞
）

佐
藤 

ア
ヤ
子
さ
ん（
栃
木
県
那
須
塩
原
市
）

豊
か
な
る
腹
ゆ
す
り
つ
つ
草
食は

め
る
寒か
ん
だ
ち
め

立
馬
の
夏
遠
き
潮し
お
騒さ
い

特
選（
高
梁
比
庵
会
長
賞
）

赤
田 

文
女
さ
ん（
真
庭
市
）

ゆ
っ
た
り
と
昇
る
山や
ま

霧ぎ
り

連れ
ん

山ざ
ん

の
呼
吸
の
様さ
ま

に
時
を
忘
る
る

奨
励
賞

行
本 

法
子
さ
ん（
真
庭
市
）

夕ゆ
ふ
さ
れ
ば
谷
風
下
り
て
虫
す
だ
く
峡か
ひ
に
生
き
る
は
一い
ち
の
幸
せ

木
村 

桂
子
さ
ん（
山
口
県
岩
国
市
）

半
分
は
空
き
家
の
村
に
市
街
地
の
あ
か
り
の
や
う
に
枇び

杷わ

の
実み

点と
も
る

高
齢
者
叙
勲

元
岡
山
食
糧
事
務
所
食
品
課
長

津つ

つ々 

敬け
い
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん（
中
井
町
津
々
）

瑞
宝
双
光
章

　
岡
山
食
糧
事
務
所
で
食
品
課
長
な
ど

を
務
め
ら
れ
た
津
々
さ
ん
。

　
今
回
の
受
章
に
つ
い
て
、「
私
の
モ
ッ

ト
ー
で
あ
る
『
為
せ
ば
成
る
』
の
精
神

で
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
受
章
は
寝
耳
に
水
で
し
た

が
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
同
僚
た

ち
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

※
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

全
国
大
会
出
場
、
そ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
納
め
た
個
人
・
団
体
の
情
報

が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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